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本書は「稲作がいつ、どこで生まれ、誰により、どのように日本に伝わり、社会にどの

ような影響を及ぼしたか」をテーマとした。前半の問いには「約1万年前、野生のイネを

食糧としていた長江中・下流域の人々が、稲籾を保存、播種するようになり、6、7千年

前には温帯ジャポニカの水田稲作を始めた」と答えられる。後半の問いには「江南の

倭人が春秋戦国時代に直接、南九州に渡来して水田稲作を伝え、宮崎で邪馬壹國

を建てた後、東征して畿内を制圧し、ヤマト王権を成立させた」と仮説、検証した。

魏使は伊万里（末盧國）に上陸し、東南方向の伊都、奴、不弥の国々を経て有明

海に出て、熊本（投馬國）に寄港後、八代海東岸から宮崎平野に入ったとする。

購読希望の方は「patiens07@gmail.com」に連絡ください（送料込み1000円）。


